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2018年6月07日 吉川レポート（2018年6月）米金利上昇と新興国への資金フロー 
2018年5月16日  70ドル台に乗せた原油価格（2018年5月） 
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〈マーケットレポートNo.6,075〉 

需要拡大に対応してOPECは減産縮小へ 

原油価格は現状程度の水
準で高止まりする見通し 

堅調に推移する原油価格（2018年6月） 

 世界の原油需給は引き締まってきました。世界的な

景気拡大により需要が拡大しているうえ、OPECおよ

び非OPEC主要産油国による協調減産の効果によ

り、供給増加の勢いが鈍ってきたためです。 

 需給の改善を支えに、北米の代表的な原油価格で

あるWTI価格は、2018年2月初旬の1バレル当た

り59ドル台を当面の底に緩やかな上昇基調にありま

す。米国の対イラン経済制裁発動に伴い供給が一

段と細るとの観測が浮上してきたこともあり、原油価

格は、同70ドル前後で推移しています。 

 今後、原油価格は、仮にイランからの供給減等

による上振れがあったとしても、(1)OPEC諸国に

増産余力が残っている、(2)原油価格の上昇に

つれ、米国のシェールオイル生産も徐々に増加す

ると予想される、等から判断すると、やがて同

60〜70ドルの領域に回帰すると考えられます。 

 OPEC月報の最新号によれば、5月のOPEC原油

生産量は日量3,187万バレルです。生産枠の上

限が同3,250万バレルですので、減産遵守率を

100％に引き下げるためには、単純計算で同63万

バレルの増産が目指されることになります。 

増産が必要となる見通し 
日量63万バレル程度の増産へ 

（注）データは原油価格が2014年1月3日〜2018年6月25日、 
     リグ稼働基数が2014年1月3日〜2018年6月22日。ともに週次データ。    
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

 石油輸出国機構（OPEC）は、2018年6月

22日にウィーンで開催した総会で、原油の増産を

目指す方針を採択しました。 

 OPEC加盟国による協調減産の遵守率は5月に

152％まで高まりましたが、これを7月1日からは

100％に引き下げるというものです。 

 翌23日に開催されたOPECと、非OPEC主要産

油国の閣僚会合でも、OPEC総会での合意に従

うことが決定されました。 

（注1）需給バランス＝供給－需要。▲は需要超過。 
（注2）単位は百万バレル（日量）。 
（注3）2017年は実績見込み、2018年はOPECによる予想。 
      但し、2018年のOPEC生産量は、全体の需給が一致 
           するとの仮定のもとでの弊社算出値。   
（注4）四捨五入の関係で、OPEC、非OPEC供給量の合計は 
       必ずしも全体の供給量と一致しません。 
（出所）「OPEC月報」のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

2016年 2017年 2018年

世界需要 95.5 97.2 98.9

供給 95.8 96.5 98.9

非OPEC 63.2 64.1 66.1

OPEC 32.6 32.4 32.8

需給バランス 0.2 ▲ 0.7 0.0

OPECが減産縮小へ 
減産遵守率を引き下げる計画 

【世界の原油需給見通し】 

【原油価格と北米のリグ稼働基数】 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news180607gl.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news180516gl.html

